
 

HYDROHAMMER® S-350 
 

適用: 

Hydrohammer® 鋼管杭 

フライング打設 気中、水中 
 

 

 

  

 
 

 

位置 明細  [mm] 位置 明細        [mm] 
 

A 輸送時 幅 950  I 外径 915 
B 輸送時 高さ (シャックル含む) 1,285  J 長さ 11,384 
C 輸送時 高さ (シャックル除く) 1,174  K 輸送時 長さ (カバー含む) 11,642 
D 重心 5,140  L 高さ 125 
E 吊ピース位置 9,255  M 長さ 6,262 
F 吊ピース位置 890  N 径 960 
G 長さ 11,209  O 長さ 165 
H 長さ 228     

吊ピース位置 使用荷重 [トン]   穴 径 [mm] 厚み [mm] 

L1             150   114 145 
L2             42.5 68             90 
L3             35 60             75 
H1           6.5   26             30 

頭部のシャックルは、グリーンピン®  (P- 6036) を使用 
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HYDROHAMMER® S-350 
 

 

 
 
 

 

操作時のデータ 
 

最大正味エネルギー 350 kJ 
最小正味エネルギー 39 kJ 
打撃回数 40 回/分 
最大エネルギー時は推奨の作動油流量 

 

質量 
 

ラムウェイト 18 トン 
ハンマー (気中、ラムウェイトを含む) 36 トン 
ハンマー (水中、ラムウェイトを含む) 29 トン

 

油圧データ 
 

作動圧力 310 bar 
最大圧力 350 bar 
最大流量 800 ﾘｯﾄﾙ/分 
パワーパック, バックプレッシャー設定 18 - 22 bar 
パワーパック , バックプレッシャー 作動 

 

窒素充填圧力 
 
直杭時のみの圧力。以下の場合、圧力の数値は異なります: 
- 斜杭打設の角度 
- 水中打設と水深 

 

アキュムレーター供給側 (窒素) 140 - 170 bar 
アキュムレーターリターン側  (窒素): 
- バックプレッシャー作動時* 13 - 17 bar 
- バックプレッシャー非作動時 4 - 6 bar 
キャップ圧力 (窒素) 20 - 25 bar 

 

安全設定 
 

キャップ 60 bar 
 

ホース接続 
 

作動油供給 2” ホース P (赤) M68x2 オス 
作動油リターン2” ホース R (青) M68x2 オス 
窒素 キャップ R ¾” M42x2 オス 

 

 

 

 

 
* 注 

IHC IQIP社では杭の打設中、油圧システムのリターン側にバックプレッシャーを使用することを推奨
いたします。 パワーパックにバックプレッシャーバルブの設置を推奨いたします。 
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